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1. はじめに

本研究では、語彙の初級日本語教科書における出現状況をチェックする日本

語教育支援ツール「初級日本語教科書出現語彙チェッカー」を開発した。チェッ

カーを作るにあたり、初級日本語教科書の語彙を調査した。調査対象は、最近、

出版または改訂が行われ、ユーザーが比較的多いと推定される初級日本語教科書

から 5 種類を選んでいる。本ツールの検索ボックスに調べたいテキストや単語リ

ストを入力すると、入力文に含まれている単語のそれぞれが 5 種類の教科書のう

ち何種類に出現する語であるかを、色分け表示することができる。このようにし

てチェックすると、複数の教科書が共通して重要視している語彙が分かる。例え

ば、１種類の教科書のみに出現する語はその教科書に特徴的な語、多くの教科書

に出現する語は、教科書を執筆する日本語教育の専門家が共通して初級で取り扱

うべきだと見なしていると考えられ、初級教科書の「重要語」とみなすことが可

能である。本ツールは、教材やテストの作成だけでなく、学習者が語彙を学ぶ際

の語彙チェックツールとしても活用できるよう、Web 上で公開している。

2. 先行研究

2.1 教科書語彙の一致率 ―初級レベルの語彙とはー

日本語教科書の語彙の一致率は初級レベルでもあまり高くないことが、これま

での先行研究で明らかになっている（日本語教育学会 1991、今西・神崎 2008、
田中 2016、本田 2019、他）。「文法項目（文型）が、提出順序の違いや細部で

の異なりはあるものの、おおよそのところでは共通性が高いことを考えると、語

彙に関しての教科書間の異なりはかなり大きなものである」（今西・神崎

2008:14）との指摘もある。これにはいくつかの理由があると考えられる。例え

ば、教科書の例文等に使う語彙の選択には、執筆者の考えや好みが反映されやす

い。また、各教科書の編集意図や、対象とする学習者のニーズも関与している

（日本語教育学会編、1991:72-73）。このようなことから語彙は、文型に比べて

教科書間の一致率が低くなる傾向がある。

初級段階では教科書の語彙がそのまま学習語彙となるのが一般的である。その

ため、教科書間の語彙の一致率が低いことは、同じ「初級修了程度」でも使用し

た教科書が違えば学習者が知っている語彙も異なることを意味する。しかし、教

科書に提示されている語彙が、他の初級教科書にも共通する比較的重要性の高い
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語彙なのか、または特定の教科書だけに出現する語なのかを、直感で判断するこ

とは難しい。 
 
2.2 語彙チェックツール 
 初級日本語教科書の語彙の一致率が高くないことはそれぞれ教科書に特徴語が

含まれることを意味するが、1 冊の教科書だけを見ていてもそれはわからない。

教科書中の語彙一覧やリスト等を見ると、どれが重要な単語か、またそうでない

かという点については特に触れられず提示されていることが多い。そのような点

を確認する公開資料や Web ツール等も見当たらない。 
 日本語教育において語彙レベルが確認できるＷeb ツールの代表的な例には、

「リーディング・チュウ太（https://chuta.cegloc.tsukuba.ac.jp/）」がある。「リ

ーディング・チュウ太」には、入力した語彙やテキストに対して『旧日本語能力

試験出題基準』の語彙リストをもとに JLPT のレベルを表示する機能がある。 
また、本田（2015, 2019）では、コーパスと統計指標に基づいて日本語のテキ

ストを読む際に有用な汎用性の高い語彙を１万語抽出し、2000語ごとに 5段階の

重要度に分けた語彙リストを開発した。現在、この語彙リストを実装した語彙レ

ベルのチェックツール「読解基本語彙チェッカー（https://basic.chuta.jp/）」を

公開している。これは、「リーディング・チュウ太」と同じ方法で語彙やテキス

トを入力して、語彙の汎用性レベルをチェックするツールである。 
 このようなチェックツールを使えば、日本語教科書における語の出現も手軽に

確認することができる。教科書には数多くの語彙が収録されているが、複数の初

級教科書に出現する語は教科書執筆者の多くが重要視している語ということにな

り、出現教科書数の多さは学習優先度を考える際の一つの指針となる。また、そ

れぞれ異なる教科書を使用してきた初級修了程度の学習者を対象に同じテキスト

を読ませたりテストを実施したりする場合に、学習者が知っている語彙をあらか

じめ確認することができる。このように、初級日本語教科書における語彙の出現

をチェックできるツールがあれば、教育や学習のいろいろな場面に役立てること

ができるであろう。 
 

3. 研究方法 

 本研究では、現在使用されている主要な 5 種類の初級日本語教科書における語

彙の出現有無をチェックする Web ツールを開発した。ツール開発に先立って、

まず初級日本語教科書語彙リストを作成した。その際、日本語教科書の語の単位

と形態素解析ツールが切り出す語の単位（短単位）の違いを克服することが最重

要課題となった。 

 

3.1 初級日本語教科書出現語彙リストの開発 

本研究で分析の対象とした初級日本語教科書は以下の通りである。 
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① スリーエーネットワーク（2012-2013）『みんなの日本語初級 1，2』第二

版 スリーエーネットワーク 
② 坂野他（2020）『初級日本語 げんきⅠ, Ⅱ』第三版 ジャパンタイムズ 
③ 嶋田和子監修（2011）『できる日本語 初級』第一版 アルク 
④ 独立行政法人国際交流基金（2013-2014）『まるごと入門, 初級 1』三修社 
⑤ 東京外国語大学留学生日本語教育センター（2017）『大学生の日本語初級

ともだち 1，2』東京外国語大学出版会 
 
上記の初級日本語教科書は、現在利用者が多いと想定される、新しい教科書や

最近改訂の行われた教科書から選んでいる。また、語彙の収集は、各教科書の課

末／巻末にまとめられた語彙リストと索引をベースに行ったが、収集漏れを避け

るため、各課の本文だけでなく、練習ページ等を含めて目視で確認した。 
 

3.2 短単位と複合語の登録  

 本ツールでは、入力されたテキストまたは語彙を Unidic-MeCab で解析して出

力するため、結果は原則的に短単位で表示される。 
短単位は、語について意味を持つ最小の単位を規定し、それを文節の範囲内で

短単位の認定規定に基づいて結合させる（又は結合させない）ことにより認定さ

れた「言語の形態的側面に着目して規定した言語単位」である。（国立国語研究

所ホームページ：https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc-monitor/suw.html） 
このように、短単位は形態素に近い短い語の単位であり、日本語教育で扱われ

る語の単位とは異なる。例えば、「お母さん」は日本語教育では 1 語だが、短単

位では「お／母／さん」の 3 語に分割される。そこで、本研究で作成した初級日

本語教科書出現語彙リスト（短単位ベース）に、複合語を追加登録した。しかし、

どのような複合語も登録できるわけではない。今回は、開発したシステム上、誤

解析を回避できる前後の文脈条件に合う範囲で複合語の追加登録を行った。 

  

4. 初級日本語教科書出現語彙チェッカー 

 

本研究で開発したツールの仕様は以下の通りである。まず、「初級日本語教科

書出現語彙チェッカー」（https://textbooks.chuta.jp/）の URL にアクセスすると、

図 1 の画面が表示される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 「初級日本語教科書出現語彙チェッカー」画面 

2022 CAJLE Annual Conference Proceedings

56



このテキストボックスに、図 2 のようにテキストや語彙を入力して右の楔形の

青いボタンをクリックすると、図 3 のように結果が出力される。 

図 2 テキスト／語彙の入力 

図 3 結果の表示画面 

テキストまたは語彙を入力したボックス内の文字は、出現教科書数に対応して

色分け表示される。この色分けのデフォルト値はボックス下の「分類」「表示色」

の色になっているが、ユーザーが使いやすい色に変更することもできる。

画面右側には、語彙が出現教科書数別にリスト表示される。右端の列にはテキ

ストボックス内の出現頻度が示される。リスト上部の表のアイコンをクリックす

ると語彙リスト（CSVファイル）がダウンロードできる。また、その隣の 2つの

ボタンをクリックすると、語彙項目の表示／非表示の切り替えが可能である（図

4）。なお、デフォルトでは表示になっている。
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図 4 語彙リストを非表示にした場合 

また、語彙リスト中の冊数情報や単語をクリックすると、図 5 のように左の本

文の関係する部分がハイライト表示される。

図 5 語彙リストの項目をハイライトさせた状態（図では「買い」） 

 以上、本ツールに備えられた機能について説明した。複数の日本語教科書にお

ける語彙の出現状況を知ることは、日々の学習、授業、テスト作成や教材開発等

で扱う語彙の学習優先度や重要性を見極める際に役立つ。本ツールを使えばそれ

を簡単にそれ把握することができ、学習や教育の質の向上につなげることができ

る。

5. 今後の課題

今後の課題は、主に以下の 4 点である。

① 教科書の追加

本研究では 5冊の初級日本語を語彙調査の対象としたが、『いろどり 生活の日

本語』（国際交流基金）や『初級日本語とびらⅠ，Ⅱ』（2021, 2022 くろしお出

版）など、最近、利用者が増えてきた新しい教科書が含まれていないので、今後、

検討して追加していきたい。
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② 複合語の追加

「初級日本語教科書出現語彙リスト」は短単位をベースとし、システム上問題

のない範囲で複合語が追加されているが、まだ改善の余地がある。この点につい

ても検討を重ね、必要に応じて複合語を追加する予定である。

③ チェッカーの説明追加

現在、「初級日本語教科書出現語彙チェッカー」の Web サイトには使い方や

開発の経緯に関する説明等が記されていない。これらの情報を画面上に追加表示

して、利用者に使いやすいツールに改良したい。

④ 語彙リストの修正

「初級日本語教科書語彙リスト」には、技術的な問題で検索にヒットしない項

目がみられる。また、語彙リストを巻末の索引や教科書の語彙リストをもとに作

成しているため、一部の語彙が教科書中にあってもリストで抜けてしまっている

可能性ある。しかしこの度、本研究の一環で教科書コーパスを構築したので、コ

ーパス・データを参照し漏れや抜けのチェックを徹底して行っていきたい。

また、今後さらに分析をすすめ、文法項目等についても判定可能なツールに改

良していきたい。
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